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トヨタ生活協同組合は、トヨタ自動車の職域生協で 多くのお客様に親しまれています。

メグリアは、さまざまな事業を通し、お客さまの暮らしを応援しています。

私達が勤める食堂は、トヨタ自動車の本社事務本館にあり、ご来店されるお客様に、

カフェテリア方式で食事の提供しております。一日に約850食を提供しており、20名の

従業員で運営をしております。従業員の6割が50歳以上で占めており、マネジャーのみが

男性で、女性中心の職場となっています。

この問題は、サークル会合の話し合いで決定しました。

料理を提供する仕事は、お客様との会話もあり楽しいけど、洗浄室の仕事は重労働で大変だよね。

仕事中に腰に負担を感じるよ、以前は、男性職員がいて、重たい作業はやってくれていたけど

異動で男性はマネジャーだけになってしまったね。安全と健康が一番大事だし、これからも働き続け

たいと思っているよ、と話し合っていると、アドバイザーから、腰痛は休業災害にもつながる危険サイン。

皆さんにはこれからもこの職場で、長く働いてもらいたいと思っているので、みんなで不安に思う作業を

改善し、安心安全に働ける職場にしていきましょうと後押しもあり、この問題に取り組むことにしました。

問題は、腰痛に繋がる作業があることです、腰痛に繋がる作業とは、重たいものを持ち上げる作業や

中腰での作業等、腰への負担がある作業のことをさします、この問題を解決する目的は、メンバ－全員

が安心安全に働ける職場環境を作ることです、あるべき姿は、腰痛に繋がる作業がないことです。現状を

確認するため、過去半年間のヒヤリハット提案を調査しました。すると、毎月提案があり、半年間で26件

提案されていることがわかりました。提案を災害別にみてみると、腰痛に繋がるヒヤリ提案が18件あり

約7割を占めており、現状とあるべき姿とのギャップは、18件であることが確認できました。この問題を解決

すると、腰痛に繋がる不安な作業がなくなり、作業負荷が軽減され安全に働くことができます、また今後も

職場メンバーが安心して、継続して働ける職場環境を作ることができると判断しました。

サークル名は「ミニトマト」、 メンバーは7名、私はリーダーの山下です。女性中心のサークルで
チームワークは良いですが、QCサークル活動は初心者が多く、上司に相談、指示を仰ぎながら
進めています、今回は問題解決のステップ、QC手法や進め方を学び、レベルアップを図ります。

取り組むテーマの選定は、日頃の作業で困っている問題を洗い出し、4つに絞り込み評価した結果

「腰痛に繋がる作業があり心配である」が選定されました。
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現状把握１では、腰痛に繋がるヒヤリ提案がどこで発生しているのか、場所別の発生件数を調査

しました、洗浄室と厨房で発生しており洗浄室が15件で、全体の83％を占めていました。次に洗浄室

での作業別発生件数を調査するとﾄﾚｰ洗浄と食器洗浄で13件で約9割をしめていることがわかりました。

現状把握２ トレーと食器返却の流れを説明します、お客様が食器を載せたままトレーを回収コンベアへ

のせます。その後、機械で洗浄・乾燥を行い、出てきたものを回収します。それぞれ、専用の消毒保管庫に

に収納され、消毒殺菌を行います。消毒・乾燥後は、翌日の準備のため、提供カウンターやホールにトレ－

と食器をセットをしています。

次に、食器の洗浄作業工程を調査しました。トレーと同様、洗浄を終えた食器をワゴンに載せ専用の保管庫

へ移動、収納し乾燥・消毒を行います。乾燥・消毒を終えると、食器を保管庫から取り出し、ワゴンに載せ

明日の準備のため、提供カウンターへ運びます。この工程では、食器を保管庫への収納する作業で2件

取り出す作業で3件、ぞれぞれヒヤリが発生し、腰痛に繋がる不安な作業があることがわかりました。

次に、食器の洗浄作業工程を調査しました。トレーと同様、洗浄を終えた食器をワゴンに載せ専用の保管庫

へ移動、収納し乾燥・消毒を行います。乾燥・消毒を終えると、食器を保管庫から取り出し、ワゴンに載せ

明日の準備のため、提供カウンターへ運びます。この工程では、食器を保管庫への収納する作業で5件

取り出す作業で3件、ぞれぞれヒヤリが発生し、腰痛に繋がる不安な作業があることがわかりました。

次に、トレー保管庫と食器保管庫について使用状況を調査しました。トレー保管庫は、4列あり中段3つと

下段2つの５マスを使用しています。一マスに4カゴで全部で20カゴ収納しています。食器保管庫は

2ヵ所にあり、1か所あたり、40マスあります。一マスに4カゴで、全部で320カゴを収納しています。

次に、目標の設定です。トレーと食器の収納取り出し作業における腰痛ヒヤリを、2023年3月末までにゼロ件

にするとします、目標設定根拠は、職場で働くメンバー全員が安心して働くことができる環境を作るためです。

活動計画は、みんなで話し合い作成しました、困った時は、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰに相談しアドバイス受け、

おおむね計画通りに進めることができました。

要因解析は、「トレーと食器の収納取り出し作業で腰痛ヒヤリが発生する」という特性に対し、トレー食器

保管庫 ・作業方法 ・作業者 からそれぞれ深堀をしました。トレー食器では、カゴに入っているトレーと

食器の枚数が多い、保管庫では、ワゴンと保管場所の高さが異なる、作業方法では、 中段以外の

収納ルールが決まっていない をそれぞれ主要因としました。



次に、トヨタ生協の重量物基準を確認すると、労働基準法で決められた重量よりも、下回る数値が基準と

されており、より安全に配慮した基準になっていることがわかりました。

女性は25㎏までとなっており、トレーや食器の重量は全て基準内であることが確認できました

次に、中段以外の収納ルールが決まっていない の検証です、食器保管庫への収納ルールを今一度

確認すると、ワゴンと同じ高さの80㎝の棚には、20㎏以上の食器を入れることが決まっていますが、それ

以外の食器はどこに入れるか決まっていませんでした。メンバーに収納ルールのない2段目にはどんな食器を

入れているかを聞いてみると、人により入れる食器は異なり、バラツキがあることがわかりました。

また、作業はローテーションで行っており作業者は固定されておらず、日により異なることがわかりました。

収納ルールがあいまいで、どこに入れるかは作業者任せになっていることが検証できました。

要因検証を終え、対策についてサークル会合で話し合っているとメンバーより、他の食堂はどうしているのかな? 

と意見がありました、ブロック長に相談し他の食堂のトレーの収納方法を見学させてもらうことにしました

すると、他食堂では、トレーの収納枚数が40枚で私たちより10枚少なく、18㎏で収納していることが

わかりました。

主要因の検証です。 カゴに入っているトレーと食器の枚数が多いの検証です。50㎏秤を使用し、

1カゴづつ 重さをはかりました。トレーは、1カゴあたり、50枚入れており、24㎏あることがわかりました。

食器は、種類と重さを調査し、食器の種類は52種類、一番重い食器は弁当主菜で、24.2㎏でした。

トヨタ生協の重量基準内作業であることがわかり、メンバーに聞取り調査をおこないました。

基準内であっても、全員が重いと感じており、負担となっていることを再確認しました。

話し合いの内容も考慮し、メンバー全員で対策を立案しました。・トレー収納枚数の見直し

・トレー保管庫のレイアウト変更 ・使用台車の見直し ・食器収納場所のルール化

・収納ルールの教育実施を 対策案として 活動を進めました

一つ目の対策は、トレー収納枚数の見直しです。一番作業効率がよく、きちんと乾燥される枚数を確認する

ため、10枚ずつ検証を行いました。作業評価は、カゴ数と運搬回数を確認し、時間内でできるかどうかを

基準に判定しました。30枚以下は、重量は軽くなりますが、運搬回数が増え、一度に収納できないため作業

効率が下がり却下とし40枚は、軽量化も図り、作業効率も落とさずできることから、最適であると判断しました。

また、メンバ－にも試行してもらい、腰への違和感がなく作業ができると全員が実感。 1カゴ当たり 6Kg:軽減

することができました。



次に、トレー保管庫のレイアウト変更の対策です。トレー保管庫4台うち1台はコップ類を入れる棚として

当たり前に使用していましたが、使用していない上段の棚板を調整し、軽量なコップ類を入れることができれば

中段部分をトレー収納に活用できるのでは、と考えました。早速、棚板の調整を行い、安全に作業できることを

確認したうえで、中段を1マス増やすことに成功しました。

下段の入れるカゴ数を減らすことができ、作業負担軽減につなげることができました。

次に、食器収納場所のルール化の対策です。まず、どの食器を何段目に入れるかを検討しました。

特に中腰姿勢になる、下2段については、メンバーと現地現物で話し合い、重さや使用頻度を考え

収納場所を決めました。

また、同時にどの食器保管庫に入れるかについても検討を進めました。取り出し口に近い保管庫に使用頻度の

高い食器を優先的に入れ、使用頻度の低い食器は、離れた保管庫に入れることで、移動の手間を少しでも軽減

できるよう考えました。完成した収納場所のレイアウト図を作成し、誰がみても分かるよう各保管庫の扉に掲示を

しました。

最後にリフタ－台車の扱い方と トレーと食器の収納ルール についてメンバー全員に教育を実施しました。

食器の収納ルールは、教育する中で、扉を開けるとレイアウト図が確認しづらいという不具合が生じたため、

さらに改善を行い、棚の内側にも、それぞれ収納する食器を 掲示しました。全員が同じ手順で、腰に違和感

なく 安全に作業ができるようになりました。

次に、使用台車の見直しの対策です。サービスワゴンは高さが固定されているため運ぶのは楽ですが、収納や

取り出したカゴを乗せる時は、負担がかかっていました。保管庫の棚板と、ワゴンの高さを同じにできれば楽な

のにマネジャーやアドバイザーに相談してみると、ほかの食堂では、高さが変更できるリフター台車を使用している

ところもあると聞きました。私達の食堂でも新たに購入してもらえるよう交渉していただき、導入が決定しました。

リフター台車を使用することで、保管庫と同じ高さに揃えることができ、カゴを持ち上げずにスライドして、収納

取出しができる範囲が広がり、腰の負担が少なくなり、作業が楽になりました。

効果の確認です。取り上げ時、 トレーと食器の収納取り出し作業における腰痛ヒヤリが 13件ありましたが

0件にすることができました。今回の活動事例は、他食堂へ情報共有し、各食堂の安全意識向上に繋がりました。

私達のサークルは、QC手法など活動を通じて、コミュニケ－ションや改善能力も向上、サークルレベルもワンランク

アップすることができました。

標準化と管理の定着です。決められたレイアウト通りに食器収納ができているかをチェックし、リフター台車の

使用状況についても定期的に確認を行っています。

また、新人教育につきましても、入職の都度、作業方法の指導と確認を行ってまいります。


